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の．くらし

～学び合い，考えを広げ深める子ども～

(4)学習指導改善調査研究事業

７月実施（４年生以上の国語，算数）

(5)刊行物の発行及び助成

ア指定研究会の「研究紀要」刊行

イ機関誌「研究集録No.44」刊行

ウ各郡市小教研の「研究紀要」等刊行助成

(6)各種会議の開催

ア評議員会：年２回（６月，２月）

イ理事会：年10回

（10月と２月を除き毎月１回）

ウ研究部会：必要に応じて随時

エ研究集録編集委員会：年６回

オ研究推進委員会：年７回（予定）

i~－－－－－－－－~~－－－~－－－－－－－－－－－~~￣~－~－－壜１

１コラム

し露靴のﾅﾋﾟ漁千谷小学校Ⅲ…１
，〒…-人-人が冒険家Ｌ……通過…ｸﾞ…｜｜自然体験教室でｶｫｰｸﾗﾘｰを楽しんだことがある。

|仲間と相談し合い選択しわくわくしながら目的に向かって未知の山野をかけまわっ｜

|鞠鰯鱗鰄蝋雛蝋雲！
'れ…た近道がで訟橋…渡して位置を確認…見晴台伽憩で｜|きる東屋などﾗﾘｰに活用できるｱｲﾃﾑも明示されてＭ

'二二:二鮪三禰臓?奎笘`た泓…‐好ﾘｰⅧ図いう｜
|に｢学びの鳳的目標や内容｣｢学びの過程｣｢ここで活用する知識経験等の学んだ力｣｜
|などが見えるようにしたいわば｢学習鳥臓図｣のよう…を明示してきただろうか｡｜
|教師がⅧ指導計画｣を指導案の中だけに閉じこめておくのではない学びのﾅﾋﾟｹﾞｰ｜
|ｼｮﾝ｣として，子どもや保護者に明示するようになると，授業の在り方も変わって｜
|<二二二驍臘悪､：単元ﾚﾍﾞﾙ川学習ﾅﾋﾞ教材｣の開発に職員が積極的な論｜
|議と実践を積み重ねている｡子どもが自らの学びを見通し思考力襯力,活用力｜
|を働かせる中で`学びの楽しみを実感する｢分かる授業｣づくりに生かしたい。Ｉ
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